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平成３０年度全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会開催要領	

	

第１   趣     旨	

	 	 全国の農業大学校等においては、将来の農林業・農山村を担うべき人材を育成する

ことを目的として、農林業経営の改善又は農山村生活の向上に関する科学的技術及び

知識を習得させるため、農林業経営実践学習（以下「プロジェクト学習」という。）

を基調とした多様な実践教育を行っている。  

全国の農業大学校等の学生が一堂に会し、プロジェクト学習等日頃の学習活動成果

を交換・交流し相互に研鑽を深め、農業に取り組む自信と誇りを培うとともに農業大

学校等における研修教育の充実・進展と併せて農業大学校等の存在を広報する。  

	

第２   実施主体	

      全 国 農 業 大 学 校 協 議 会	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	

	

第３   後     援  （後援申請予定）	

    	 農	 林	 水	 産	 省  

	 	 	 農業大学校同窓会全国連盟、公益社団法人大日本農会、	

一般社団法人全国農業改良普及支援協会  、ヤンマー株式会社、  

アリスタライフサイエンス株式会社、株式会社日本農業新聞    	

	

第４   開催期日及び日程	

     	平成３１年２月１４日（木）～１６日（土）	
	

第５   開催場所	

      独立行政法人国立青少年教育振興機構  国立オリンピック記念青少年総合センター	

      東京都渋谷区代々木神園町３−１	

	

第６   参加校及び参加者数	

	 	 	 参加者は、全国の農業大学校等の学生及び指導職員、１校５～６名（養成課程・研  

究課程）とし、参加者総数３００名程度とする。	

	

第７   行   事	

１．全国発表会	

	 	 	 ５ブロック（東日本、関東、東海・近畿、中国・四国、九州・沖縄）の代表による  

プロジェクト発表、意見発表及び講演等。	

 	 （１）プロジェクト発表	

農業大学校等の学生が、プロジェクト学習において「自ら考え、自ら実践した

こと、その成果とこれからの展開等」を発表する。  
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① 発表内容                              
ア、	農林業経営に関すること、農林業技術の改善に関すること及び農山村生活

の向上に関すること。	

イ、	平成２８年度以降の全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会と

他の団体の懸賞作文等の重複応募は禁止します。	

ウ、動画の利用は時間内で行う。	 	 	 	 	 	 	 	 	

② 発表者	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
ア、発表者の服装は制服又はスーツとする。	 	 	 	 	 	 	

イ、各ブロックで開催されたプロジェクト発表会において選出された者（個人、

グループ）とする。発表は養成課程、研究課程別に行う。	

	 	 	 	 	 養成課程：各ブロック３名	

										研究課程：各ブロック２名	

③ 発表方法・時間	
ア、生産物等は持ち込まない。  

イ、発表は、会場に設置してあるＡＶ装置を使用し、パワーポイント（～２０

１３但し画面４：３とする）を活用して行う。ＡＶ装置は発表者又は補助者が

操作を行う。発表時間は、養成課程１２分（発表１０分、質疑２分）、  

研究課程１５分（発表１０分、質疑５分）とする。	

          なお、発表時間９分経過時に１鈴、１０分経過時に２鈴、１１分経過時に３鈴

を鳴らす。	

④ 事前提出資料	

ア、審査・助言等の資料として、発表要旨（別記様式１）を平成３１年１月２

５日（金）までに発表会事務局へメール添付で提出する。  

発表会事務局メールアドレス：noudaikyo@apricot.ocn.ne.jp	

イ、発表時に使用するデータは、ＣＤ又はＵＳＢメモリで平成３１年２月１４

日(木)に実施するリハーサル時に発表会事務局に提出する。  

      ⑤	審査及び審査員	

      ア、審査は、審査基準に基づき行う。  

	 	 	 	 イ、審査は養成課程、研究課程に分けて行う。  

	 	 	 	 ウ、審査員は、農林水産省青年農業者育成関係者、試験研究機関の担当者、農業

大学校の研修教育に理解の深い学識経験者、農業団体・農業改良普及関係者、

から選任する。  

	 	 	 	 エ、審査員は、審査、助言、講評を行う。  

	 	 	 	 オ、審査の結果、最優秀賞、優秀賞、特別賞、優良賞を選出する。  

      ⑥	審査基準	

  	 	   ア、発表内容	 	 	 ６０点  

	 	 	 	 	 課題設定の背景や調査・研究への取組み方、成果の取りまとめ方及び今後の展

開等。  

イ、発表方法及び態度	 ３０点	

	 	 発表資料等の準備、説得力、発表態度時間配分等  
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ウ、理解度	 １０点  

	 	 質疑に対する応答、態度等  

審査項目  

 ア、発表内容	 	

60 点 
イ、発表方法及び態度	  

30 点 
ウ、理解度	  
	 10 点 

 
 
 
審 
 
査 
 
項 
 
目 

①テーマの設定はふさわ

しいか。 
②テーマに沿った計画で

調査・研究を進めたか。 
③実践・調査・研究が的確

であるか。また、実践・

調査・研究課程において

創意工夫がみられたか。 
④資料の検討・分析が十分

に行われ、成果の判断が

総合的に出来たか。 
⑤実践・調査・研究の成果

を自家の経営または地

域の農業にどう展開し

ようとするのか。 

①発表の内容が総合的に整

理されているか。 
②パワーポイント等は分か

りやすくまとめ、説明は的

確であったか。 
	  
③話し方や発表態度は良か

ったか。 
	  
④発表時間を有効に活用し

たか。 
 

①質疑に対する応

答・態度等は的確

であるか。 

       	

 

      ⑦表 彰	

   	    審査の結果、選出された者に対し次の区分により表彰する。	

          養成課程	

   	 	 	 	 	  最優秀賞（農林水産大臣賞）１   点	

           	  優秀賞   （経営局長賞）	 	 １   点	

                              特別賞   （農業大学校同窓会全国連盟賞、ヤンマー株式会社賞、アリスタ

ライフサイエンス株式会社賞、株式会社日本農業新聞賞）       

優良賞   （全国農業大学校協議会会長賞）最優秀賞、優秀賞、特別賞受賞

者を除いた発表者全員	

          研究課程	

   	 	 	 	 	  最優秀賞（経営局長賞）	 １   点	

           	             特別賞   （農業大学校同窓会全国連盟賞、ヤンマー株式会社賞、アリスタ

ライフサイエンス株式会社賞、株式会社日本農業新聞賞）  

	 	 優良賞   （全国農業大学校協議会会長賞）最優秀賞、特別賞受賞者を除い

た発表者全員	
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（２）意見発表  

	 	 	 	

① 発表内容	

ア、	大学校等における実践学習、我が家の農林業経営や生活、地域の農山村環境、

就農等について、自らの学生生活を通じ日頃考えていることや想い等につい

て意見を発表する。  

イ、	平成２８年度以降の全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会と他

の団体の懸賞作文等の重複応募は禁止する。  

② 発表者	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

ア、発表者の服装は制服又はスーツとする。  

ウ、	各ブロックの発表会において選出された者とする。各ブロック２名（養成課

程、研究課程及び学年を問わない）とする。  

③ 発表方法と時間  

        発表は口演とし、発表時間は１０分（発表８分、質問２分）とする。	

        なお、発表７分経過時に１鈴、８分経過時に２鈴、９分経過時に３鈴を鳴らす。  

④ 事前提出資料	

        審査・助言等の資料として、発表要旨（別記様式２）を平成３１年１月２５日（金） 

までに発表会事務局へメール添付で提出する。	

        発表会事務局メールアドレス：noudaikyo@apricot.ocn.ne.jp 

	

      ⑤	審査及び審査員	

        ア、審査は、審査基準に基づき行う。	

        イ、審査員は審査委員会設置要領による。農林水産省青年農業者育成関係者、試

験研究機関の担当者、農業大学校の研修教育に理解の深い学識経験者、農業団

体・農業改良普及関係者、  等から選任する。  

        ウ、審査員は、審査、助言、講評を行う	

	 	 	   エ、審査の結果、最優秀賞、特別賞、優良賞を選出する。  

	

      ⑥	審査基準	

        ア、課題設定の背景と動機	 ４０点	

            課題設定の背景や取り組みの過程、成果のまとめ方、今後の展開等。	

        イ、意見・提言の内容   ５０点	

            主張内容の実現性や創造性、地域性、社会性等	

        ウ、発表方法・態度	 １０点	

            発表態度、発表法の工夫、時間配分等  
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   審査項目  

                                                                            	

 	

	

	

	

	

	

	 ア、課題設定の背景と動機	 40点	   イ、意見・提言の内容	 50点	  	 ウ、発表方法及び態度10点	

	

審	

査	

項	

目	

	

	

① 農業・農村を直視した課題設

定	 であるか	

② 主張に地域的、社会的広がり

が	 あるか	

③ 自分自身の立場に立脚した

主張であるか。	

	

	

① 主張の内容が広く社会に受けら

れるものか	

② 主張の内容に実現性と創造性が

あるか	

③ 農業・農村を担う農大生としの

夢	 や希望を具体的に持ってい

るか	

	

①はっきりと分かりやすい発表で

あるか	

②自信のある態度で発表できたか。	

③聴衆の関心を得ることに工夫を

しているか	

	

	

       ⑦	表 彰	

	        審査の結果、選出された者に対し、次の区分により表彰する。	

	          最優秀賞  （経営局長賞）１点  

           特別賞    （農業大学校同窓会全国連盟賞・ヤンマー株式会社賞・アリスタラ  

イフサイエンス株式会社賞・株式会社日本農業新聞賞）４点	

           優良賞    （全国農業大学校協議会会長賞）最優秀賞、特別賞受賞者を除いた  

発表者全員  	

  	

  （３）交歓会	

	 	 	 参加学生及び指導職員による農業大学校等の紹介、日常における実践学習や学生  

生活の情報交換等を行い相互の研鑽と親睦を深める。  

   	

  （４）講演等	

        就農後の経営発展への取組、経営ビジョン等に係る講演を通じ、学生の修学意欲  

を高揚するとともに、農業に取り組む自信と誇りを培う。	

        演題：「新規就農に向けて	 」（仮称）	

        講師：	 宮本	 龍	 氏	 （平成２１年熊本県立農業大学校卒業生）  

	 	 	 	 経営作目：施設野菜（ミニトマト：ハウス７０アール、）  

路地：なす２０アール等	  

	

  ２．ブロック発表会	
	 	 	 	 各ブロックにおいて、道府県農業大学校等学生・指導職員参加の下、プロジェク

ト発表、意見発表等学習成果の交換・交流を行い、各ブロック別に優秀発表者を選

出、全国発表会に推薦する。  

	

	 （１）プロジェクト発表	

        発表者は、農業大学校等の学生でブロック内の各校から選出された者（個人また  
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はグループ）とする。各校別発表者数は、各ブロック別に定める。	

       

 全国発表会への推薦者数：養成課程：各ブロック３、研究課程：各ブロック２～

４名	

	

 （２）意見発表	

       発表者は、農業大学校等の学生でブロック内各校から選出された者とする。各校別  

発表者数は、各ブロック別に定める。  

     全国発表会への推薦者数：各ブロック２名（養成課程、研究課程、学年を問わず）	

	

 （３）審査基準等  

プロジェクト発表、意見発表の発表内容、発表方法、時間、審査基準等は全国発表  

会に準ずる。  

	

第８   発表会の運営  

（１）全国発表会の運営及び進行は学生が主体となって行うものとし、指導職員は指導

助言する。  

（２）全国発表会の円滑且つ効果的な実施を図るため、全国農業大学校協議会役員校の  

学生、指導職員で構成する運営委員会を設置する。    

（３）全国発表会における分科会討議の効果的実施を図るため、参加農業大学校の引率  

指導職員（全国農業大学校協議会役員校を除く）は、分科会討議の指導助言等協力  

するものとする。  

（４）ブロック発表会の運営については、各ブロック別に定めるものとする。	 	 	 	 	 	 	 	 	

 (全国発表会）  

第９	 参加経費  

（１）	参加経費	

	 	 	 【一般参加者：１人	 １２，４２０円】  

宿泊料			３，６００円（２月１４,１５日		Ａ棟１泊	@1,800×2）	

食事代			３，５２０円（２月１４,１５日夕食@680×2）	

																								（２月１５,１６日朝食@470×2・昼食@610×2）	

情報交歓会費	３，０００円	

資	 料	 代	   ２，３００円	

	

１３日からの参加者：１人	 １５，９８０円	

												注：発表者及びその補助者等で１３日から宿泊される者は、	

前日：夕食(680 円)、宿泊費（1,800 円）	

翌日：朝食(470 円)、昼食代（610 円）	 を加算。(３，５６０円)	
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	 	 【運 営 委 員	 	 	 	 	：１人	 １５，３８０円】  

宿泊料			３，５００円	(２月１３日,	Ｄ棟 1 泊＠3,500）	

宿泊料			３，６００円（２月１４,１５日		B 棟１泊	@1,800×2）	

	

	

食事代		５，２８０円	(２月１４，１５，１６日	朝食＠470 円×3＝1,410 円）	

																				（２月１４，１５，１６日	昼食＠610 円×3＝1,830 円）	

																				（２月１３，１４，１５日	夕食＠680 円×3＝2,040 円）	

情報交歓会費３，０００円	

                   	

	（２）	参加経費の振込	

								平成	３１年１月２５日（金）までに振り込む。	

								振込先		三井住友銀行	 	 	 	 	 	 		神田支店	 	 	 	 ：店番号		２１９	

																普 通 預 金	 	 	 	 	 	：２８０９００９	

																口	 	 座	 名：ゼンコクノウギョウダイガッコウキョウギカイ		

	                             全国農業大学校協議会	

								注：振り込みの際、学校名の前に必ず○○県名を入れて下さい。	

  	 	 	 （３）参加経費納入後、不参加の場合及び発表会途中の早退等に伴う参加経費の返還は  

しない。	

	

第 10	 宿泊と生活上の注意事項                                           

  参加者は、全員国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰに宿泊するため、次の点に留

意する。	 

(1) センターにおける生活や行事は、すべてセンターの「生活のきまり」に定め

られた時間帯とルールによる。	

(2) 宿泊は原則として 1 室 1 人、男女別とする。宿泊場所は、一般参加者はＡ棟

（個	

室（トイレ・バス共用））、運営委員は１３日はＤ棟（個室（トイレ・バス

付き））１４日、１５日は B 棟とする。（本年は D 棟が満杯のため。）	

								なお、ｾﾝﾀｰには寝間着、洗面道具の備え付けはないので各自持参する。	

			(3)		部屋割りは、発表会事務局において作成し、参加者名簿と同時に当日受付で

配付する。	

			(4)		開催中、参加者に対する電話はすべて伝言（メモ）とする。	

			(5)		外出する場合は、自校の指導職員の許可を得る。	

			(6)		筆記具、健康保険証等を持参する。	
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第 11	 事務局	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

		 (1)	事前準備	

								全国農業大学校協議会（東京都港区赤坂１丁目９番１３号	三会堂ビル）	

								ＴＥＬ：０３−６４４１−０２７２				ＦＡＸ：０３−６４４１−０２７３	

								Ｅメ−ル		noudaikyo@apricot.ocn.ne.jp	

		 (2)	発表会期間中	

								国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町３番１号）	

								・ＴＥＬ：０３−３４６９−２５２５		ＦＡＸ：０３−３４６９−２２７７	

事務局は、開催期間中設置します。	

								 	

第 12	 参加者名簿の提出  

      参加者名簿（別添）は、全国農業大学校協議会のホームページのお知らせ「平成年

度全国農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会開催要領」よりダウンロードし、

ファイルに該当事項を入力のうえ、平成３１年１月１８日（金）まで発表会事務局

noudaikyo@apricot.ocn.ne.jp にメール添付で送信する。  

	

第 13	 会場案内（別紙２）	

					 国立オリンピック記念青少年総合センター	

					 小田急線：参 宮 橋	 	 	 			徒歩約７分	

	地 下 鉄	 	 	 	：千代田線		代々木公園駅（代々木公園西門出口）徒歩約１０分	 	

	

第 14	 広報  

	 	  プロジェクト発表、意見発表の内容、結果については学生の修学意欲の高揚、農

業に取り組む自信と誇りを培う等農業大学校等における実践学習の充実強化に資す

る観点から広く関係機関等一般に広報する。   

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

第 15   その他	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

（１）	全国発表会における開会式、閉会式及びプロジェクト発表、意見発表等の会

場内では、携帯電話の電源を切っておくこと。外部からの連絡は、特例を除

き全てオリンピック記念青少年総合センター経由のメモ連絡のみとする。  

（２）	その他、実施細目については、第８の運営委員会において検討のうえ実施運

営する。  

	

	

	

	

別記様式	 １	



- 9 -	

	 プロジェクト発表要旨記入要領	

							 	 Ａ −４版	 	 	 	：縦置き・横書き		１枚・字の大さ：１０ポイント（ＭＳ明朝）・

１行：４６字・行数：３８行	

平成３０年度全国農業大学校等プロジェクト発表要旨	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ふ	 り	 が	 な	

	 農業大学校名	 	 	 	 	 	 学科名	 	 	 	 	 	 学年	 	 	 年氏名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

1	 課	 	 題	

	

	

2	 課題設定の理由	

	

	

	

	

3	 実施方法	

	

	

	

	

	

	

4	 結	 	 果	

	

	

	

	

	

	

	

5	 考	 	 察	

	

	

	

	

	

	

別記様式	 ２	
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Ａ −４版	 	 	 	：縦置き・横書き		１枚・字の大さ：１０ポイント（ＭＳ明朝）・

１行：４６字・行数：３８行	

平成３０年度全国農業大学校等意見発表要旨	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ふ	 り	 が	 な	

	 農業大学校名	 	 	 	 	 	 学科名	 	 	 	 	 	 学年	 	 	 年氏名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

1	 課	 	 題	

	

	

2	 意見・提言	

	 （意見・提言等の発表要旨を主要な項目に整理し、項目別に簡潔に整理記入する。）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


